
 発行所 姶良市立中央図書館 

２０２０年 ９月号 
TEL 0995-64-5600 
図書館ホームページアドレス 

http://lib-aira.jp/    

《新着資料紹介》（一部です） 

一般書 

「怖くて眠れなくなる地学」           左巻 健男 

「文豪の悪態」              山口 謠司 

「日本の美しい言葉辞典」        梅内 美華子 

「化石ドラマチック」                土屋 健 
「ナチュラルおせんたく大全」      本橋 ひろえ 

「SNS で売る!」                 鈴木 宏佳 

「安楽な最期の迎え方」            島田 裕巳 

「図解身近にあふれる『化学』が 3 時間でわかる本」      齋藤 勝裕 

「ニューヨーク・タイムズが報じた 100 人の死亡記事」 ウィリアム・マクドナルド 

「47 都道府県の純喫茶」         山之内 遼 

「ワイルドサイドをほっつき歩け」      ブレイディみかこ 

「ボニン浄土」             宇佐美 まこと 

「あの子の殺人計画」                 天祢 涼 

「わたしの全てのわたしたち」     サラ・クロッサン 

 

児童書 
「のりものなぞなぞ」                  斉藤 洋 

「あしたがきらいなうさぎ」            高橋 久美子 

「おべんとうひゅーるひゅる」       古内 ヨシ 

「柴田勝家」                加来 耕三 

「なぜなぜ?こん虫ふしぎ図鑑」      須田 研司 

「実験対決３４」             洪 鐘賢 

「手作りスライムとこむぎねんどの本」     Jamie Harrington 

「美術館って、おもしろい!」   モラヴィア美術館 

「キャプテン翼のサッカー教室」       高橋 陽一 

「歌がにがてな人魚」     ルイス・スロボドキン

「雨女とホームラン」         吉野 万理子 

「保健室経由、かねやま本館。」    松素 めぐり 

「子うしのきんじろう」               今西 乃子 

 

 《ふれあいプラザのお知らせ》 

〇あいら写友会写真展   8 月 22 日（土）～９月５日（土） 
 

※変更になる場合もあります。 

※ふれあいプラザを利用される方は、職員へご相談ください。 

《今月の展示》 

働く人、子育てする人、病と闘う人、生活を楽しむ人

など、いろいろな人の日常を描いた本を集めました。 

 

 

 

 

 

 

  

本のコトを紹介している「本」の本。次は何読もうか

な？と悩む、本を愛するあたなに紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

お月さまの綺麗なこの季節、本の世界の月を眺めませ

んか。月の出てくる本特集です。 

 

 

 

 

 

 

 

※児童書コーナー

９月２０～２６日は動物愛護週間。 

どうぶつの出てくる本がいっぱい！ 

   
 ９月                        １０月 

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31        

※23日（水）祝日振替休館日 ※24日(木)資料整理休館日     ※22日(木) 資料整理休館日 
 

☆おはなしだっこの会（乳幼児向けのおはなし会） 

９月１１日（金） 

１０月 ９日（金） 

     午前１１時から 図書館１階 研修室にて 

 

☆おはなし会 

９月５日（土） ９月１９日（土） 

１０月３日（土） ９月１７日（土） 

午後３時から 図書館１階 研修室 

図 書 館 カ レ ン ダ ー 休館日 開館 9 時  

閉館：平日 19 時 土日・祝日 18 時  

「月は一年に三・八センチずつ、地球
から離れていってるんですよ」。 死に場
所を探してタクシーに乗った男を運転手
は山奥へ誘う。折れそうな心に寄り添う
六つの物語。 

『月まで三キロ』     
伊与原 新∥著 新潮社 

 

着物を愛する著者の還暦着物ライフを
阻むのは、地球温暖化と毛皮の相棒？
「着たいときに着る、ただそれだけ」の気
ままな着物生活を、豪快に、そしてまじ
めに楽しむ。 

 

『還暦着物日記』     
群 ようこ∥著 文藝春秋 

 

保護猫が「店員」として常駐し、店内の
本はすべて「猫本」という、前代未聞の猫
本屋。そんな猫本屋がいかにしてできた
のか。「何かはじめたい」人、そして、本と
本屋と猫を愛するすべての人へ。 

『夢の猫本屋ができるまで』     
井上 理津子∥著 集英社 

 



 
 
 

 


